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各ボーリング調査の目的 

１：B 調整池と F 湿地の間。図 4-8-5 に示すような、この間の推定地層を

確認する。 

２:B調整池直下。古期火山砕屑岩類層まで確認する。 

３：F 湿地東尾根。尾根内部の地質の確認。第Ⅰ期下部霧ヶ峰火山岩類ま

で確認する。 

４：事業地東部。第Ⅱ期中部霧ヶ峰火山岩類の下層の状況を確認する。 

 

※１、２については、水位モニタリングに使えるようにする。 
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ボーリング調査計画 


